




































１．当該工事の施工条件明示事項欄の、下記表□内黒塗り部分が作業に当って、特に制約を受けることになるので明示する。
　　又、明示されていない事項で請負者が、施工条件に該当すると思われる場合には、その都度監督員と協議すること。 
２．明示事項内容及び参考欄の内、参考と記載している箇所は見積り参考数値で、作業制約条件ではない。

明示
項目

明　　示　　事　　項

□

□

□

■
　　この事について当初昼間施工であったものが夜間施工となる場合がある。

■ １）　水道管が近接する。

□

□

■ 発生土および改良土等の仮置き場用地として、長坂地区に130㎡の借地を見込んでいる。

□

□

■ １）　設計図書に示すとおり、排ガス対策型機械等を使用すること。

■ １）　水替えあり

■ １）　舗装切断で発生した濁水については、産業廃棄物として処分すること。

□

■

□

□

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ：交通誘導警備員Ａ　　Ｂ：交通誘導警備員Ｂ

　②　交通誘導警備員の資格 　

１）　工事施工に関し有機溶剤等使用する場合は現場作業者、並びに近隣への影響を考慮し対策を

　　施すこと。

２）　既設マンホール内での作業の際は、十分に換気を行うこと。

３）　酸素濃度、硫化水素濃度を測定し安全を確認すること。

４）　本業務履行については、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者の資格を有すること。

工　　種
配置人員（名/日） 交替要員（名/日） 合計（名/日）

1 3

地元又は道路管理者等との調整により、配置体制に変更が生じた場合には、監督員と協議する。

１）　現場調査を実施し、安全施設計画図を監督員に提出すること。

2

備考

２）　関係機関との協議により安全施設図に変更が生じた場合、監督員と別途協議する。

１）交通誘導警備員

管きょ工・付帯

設計上、見込んでいる休日日数
等以外の作業不能日数

工事用仮設道路・資機材置き場
用の民有地等の借地

発注者が借り上げた土地の使用

工事用地等の使用終了後にお
ける復旧内容

交通安全施設等の指定

関係機関等との協議の未成立

１）　交通管理者協議により、作業時間の制約があった場合は厳守すること。

工事用地等の未処理部分

■
用
地
関
係

            　施 工 条 件 明 示 事 項

明示事項内容及び参考 

他の工事の開始又は完了の時
期による影響

工事名　　１５－1工区長坂地区汚水枝線１－４－２号築造工事

■
工
程
関
係

関係機関等との協議条件による
影響

地下埋設物、埋蔵文化財等の
事前調査及び移設期間

施工時期、施工時間及び施工
方法の制限
（準備工期の設定等）

（
公
害
・
排
水
等

）

■
周
辺
環
境
関
係

工事に伴う公害防止（騒音、振
動、粉塵、排出ガス等）対策

水替え・流入防止施設

濁水、湧水等の処理対策

事業損失防止関係

近接工事での施工方法、作業
時間等の制限

落石、土砂崩落等に対する防護
施設

■ 交通誘導警備員、警戒船等の
保安設備、保安要員の配置

■ 有毒ガス及び酸素欠乏等の換
気設備等対策

■
安
全
対
策
関
係

　　交通誘導警備員全て警備業法による警備員を配置すること。

市道・昼間

　①　主な工種の配置体制




















































































































































































